
Keyword

１．高尿酸血症と腹囲増大の関連の確認と尿酸値を上げる

生活習慣の抽出

高尿酸血症があると心血管病を発症しやすいことが分かっ

てきました。したがって、高尿酸血症の方たちに、適切な健康

教育を提供し、各自のリスクを減らしていただきたいと思いま

す。特定保健指導が利用できるならば、非常に好都合ですが、

その対象は、腹囲増大者です。そこで、腹囲増大と全身肥満

のいずれが高尿酸血症や動脈硬化の指標である血管年齢と

関連するかを調べたところ、腹囲増大でした。高尿酸血症の

方は、運動習慣を持たず、飲酒量が多いこともわかりました。

これらの知見をもとに、適切な健康教育を提供できると考え

ています。

２．職場ストレス高値に関連する特徴的な生活習慣の抽出

職場ストレスが高い状態が続くと仕事の能率が低下し、さら

には自殺のリスクも高まることが知られています。そこで、職場

環境の改善ともに労働者自身がストレスを高めるような生活習

慣をもっていれば、これを改善することも大切だと思われます。

今回の検討では、高ストレス反応を示す方は睡眠の質が悪

いことが示唆されました。睡眠の改善法は、幾つか提案され

ていますから、これらを試すことが、ストレス反応の低減に役

立つと期待されます。

生活習慣病予防ならびに
精神的健康の維持

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

●ストレスチェックで高ストレス反
応者を発見

職場環境の改善と睡眠の改善

特定保健指導の枠組みを利用
して生活改善を指導

●健診で高尿酸血症者を発見

人間科学部
スポーツ健康科学科
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村谷 博美

生活習慣病予防

生活習慣の改善指導 ●心血管病予防と快適な職業生活Point

健康な
元気一杯の
労働者！

Keyword

【調査の正確性・即時性を劇的に向上】 
従来、スタジアムでのスポーツ観戦者調査は伝統的に紙の
質問票を使用していました。最大の問題は回答忘れの項目と
時間がかかること。 
一方でQRコードを用いた携帯・スマホでの調査も行われてき

ましたが、こちらは十分な回答数が確保できないという問題が。

そこで、質問紙をタブレット端末に置き換え。そのうえで、現
場で調査員が観戦者に直接お声がけするスタイルは維持しま
した。
これにより、サンプル数を減らすこと無く、回答漏れと分析に
かかる時間を55.5％減少させることに成功しました。

紙の調査票からの脱却：
市場調査・分析・戦略立案の即時的
シームレス化

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

・スポーツの価値創造に関する研究
・満員のスタジアムを創り出す研究

その他の研究テーマ

●紙の調査は面倒なイメージ。
自分のスマホが使えるなら協
力してもいいけど。。。

調査実施者が用意するタブレッ
ト、もしくはご自身のスマホを利
用できます。

アナログとデジタルを融合するこ
とで調査結果の即時的分析が
可能になります。

●顧客体験の場で行動データを
取得したいが、分析に時間が
かかるのがネック。。。
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ファクトベースPDCAの即時化、消費者調査の精度向上

スーパー、テーマパーク、
スポーツの試合会場、イ
ベント等での効果測定に
有効活用できます。

ファクトベースの
PDCAシームレス化

●対面調査の即時的な分析と戦略立案が可能になります。
●消費者の「旬な情報」を経営に取り入れることができます。

Point

従 来 型 質 問 紙 調 査 の フ ロ ー
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